
別添様式 

阪堺電気軌道株式会社に対する業務監査の実施結果 

項     目 主な取組み状況 所  見 所見に対する回答 

１．地震などの大規模災

害時における旅客の避難

誘導に関する事項 

（１）旅客の避難誘導に

ついて 

①対応マニュアルの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・阪堺電気軌道株式会社（以

下「阪堺電気軌道」という。）

においては、災害等の異常時

における対応について、「異常

事態対策規程」に基づき、運

輸区及び技術課において策定

した「異常事態対策要領」に

より対応することとしてい

る。同規程類は、災害、異常

気象、運転事故や妨害及びデ

モ等の広範囲に起こりうる異

常事態への対応を記したもの

であり、併発事故の防止、連

絡・通報、旅客の安全救護・

避難誘導を中心としたものに

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

②職員への訓練・研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なっている。また、前述の規

程類の他、地震発生時におけ

る運転取扱も定めている。 

 

・阪堺電気軌道では、概ね３

年に１回、車両火災発生時を

想定した避難誘導訓練及び線

路内での人身事故時における

死傷者救出を目的とした事故

処置訓練を消防と連携して実

施している。地震等の災害想

定に基づく訓練も毎年実施し

ているところではあるが、旅

客の避難誘導訓練までには至

っていない。 

・訓練実施後には職員アンケ

ートを実施しており、そのア

ンケート結果によると災害想

定時の避難誘導訓練実施につ

いての要望が多く見受けら

れ、職員の意識の高さが表れ

ている。 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後は、職員アンケートの

結果を踏まえたうえで、災害

想定時の避難誘導訓練の実

施や、関係機関と連携した教

育・訓練の実施が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回訓練アンケートおよび定例業

務教育でのアンケート結果を踏ま

え、災害想定時の避難誘導訓練を今

年度中に実施いたします。 今後も

警察・消防との連携を図りながら、

より一層充実した合同避難訓練を実

施出来るよう取り組みます。 

  



③自治体等関係者との調

整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）振替輸送について 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大阪市域における災害想定

時の避難対策については、大

阪市危機管理室が主催する説

明会に参加しており、避難誘

導についての検討を行ってい

る。 

・堺市域においては、津波浸

水地域からの避難対策につい

て、今後堺市の担当部局と連

携することとしており、避難

誘導の具体的な方法について

検討を進めていくこととして

いる。 

 

・振替輸送は南海電鉄に依頼

することとしており、不通区

間に応じて決定している。ま

た、上町線が不通となった場

合は、阪堺線までの距離を考

慮して JR 西日本に天王寺～

新今宮間の代行輸送を依頼す

ることとしている。 

・振替及び代行輸送実施の判

・今後も、自治体等との連携

を強化し、大規模災害時おけ

る避難対策を進めて行くこ

とが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・堺市に於いては平成２５年８月に

津波ハザードマップの更新により、

避難ビルが明記され、次回の乗務員

等の教育で活用いたします。引き続

き、自治体等との連携を図り、大規

模災害時における避難対策を進めて

参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．運賃等に関する事項 

（１）運賃・料金の誤表

示・誤収受等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）福祉割引について 

 

断は、事故等により３０分以

上の輸送障害となった場合に

運輸区長が行う体制となって

いる。 

・南海電鉄との振替輸送は旅

客営業規則、JR西日本との代

行輸送は通達によってそれぞ

れ対応方法が整備されてい

る。 

 

 

・阪堺電気軌道においては、

平成２２年度から平成２４年

度までの３年間及び平成２５

年度監査時点までに誤表示・

誤収受等は発生していない。 

 

 

 

 

 

・阪堺電気軌道においては、

身体障害者及び知的障害者に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運賃の適切な収受は、鉄道

事業の社会的信用を維持す

るための重要な課題であり、

阪堺電気軌道においては誤

表示・誤収受が発生していな

いが、マニュアルの整備を含

め、ソフト・ハードの対策に

積極的に取り組む必要があ

る。 

 

・福祉割引について、精神障

害者に対する割引の導入や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も運賃・料金の誤表示・誤収

受等が発生しないよう今一度、マニ

ュアルの整備に努め、誤表示防止へ

の意識を高めるとともに、運賃改正

時等には、マニュアルに基づき、掲

示物のチェックを行い掲示物誤表示

ならびに誤収受防止に努めて参りま

す。 

 

 

・他交通機関と連携し、割引導入に

向け前向きに検討いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ＩＣカードシステ

ムについて 

 

 

 

 

 

 

 

３．その他のサービスに

関する事項（前回フォ

対する運賃の割引措置が導入

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・阪堺電気軌道においては、

平成２６年４月にスルッとＫ

ＡＮＳＡＩ共通ＩＣカードシ

ステム「ＰｉＴａＰａ」を導

入し、全国の１０の交通系Ｉ

Ｃカードによる全国相互利用

サービスにも対応する予定で

ある。 

 

 

 

単独乗車の場合の距離制限

等の条件の撤廃、障害者用の

ＩＣカード（定期を除く）の

導入等の要望が障害者団体

等から国土交通省に寄せら

れており、これらの要望を踏

まえ、近畿運輸局としても、

阪堺電気軌道に対しても理

解と協力を求めているとこ

ろであり、積極的な検討をお

願いしたい。 

 

・ＩＣカードシステムの導入

にあたっては、万全の体制で

取り組むとともに、利用者サ

ービスの更なる向上につな

がることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・システム開発業者およびスルッと

ＫＡＮＳＡＩと連携を図り、導入に

あたってはシステム障害・および運

賃の誤収受等が発生しないよう万全

の体制で組みをいたします。 

また、利用旅客には、車内・駅・

ホームページおよびパンフレットに

利用方法を明記し、分かり易い案内

に努め、将来には更なるサービスが

出来るよう取り組んで参ります。 

 



ローアップも含む） 

（１）女性に配慮した車

両 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ハンドル形車いす

に係る対応状況 

 

 

 

（３）バリアフリーに関

する事項 

 

 

 

 

 

 

 

・１両による運行のため、女 

性専用車両の導入・計画等は 

なし。 

・優先座席付近に「マタニテ 

ィーマーク」を掲出するとと 

もに、乗務員に対しては、妊 

産婦旅客への配慮について業 

務教育を実施している。 

 

・ホーム及び車両の段差があ

ること、車両内でのスペース

確保が困難なことから対応で

きない状況にある。 

 

・前回監査（平成２０年７月）

時において、駅施設及び車両

のバリアフリー化の計画推進

が望まれると指摘した事項に

ついては、今年度に自治体等

の支援を受けて低床式車両の

導入が実現し、バリアフリー

化が前進したことは大いに評

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も、引き続き地元自治

体との連携、調整をすすめて

行くことによって、バリアフ

リー化の推進が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在３両の低床式車両導入が予定

されているが、地元自治体と連携、

調整に努め、更なる増備に取り組み

ます。また新駅の開業、および再開

発における駅施設等の移設の際には

関係各所との調整を図り、バリアフ

リー化を推進します。 



 

 

価できる。 

 


